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概 要 

l インターネット上でパケット交換に用いられる経路情報を集約させ．インターネットの経路そのもの 

を天気予報のように取り扱うシステムを開発する． 

l 過去の経路変化，送信されるパケットのヘッダ情報を基に経路情報の変化・フロー数の増加量・パケッ 

トロス発生率及び遅延時間を予測し，各端末はその予測を用いて，パケットロスが無い安全な通信や遅 

延の発生を抑えた通信といった，それぞれに最適な経路を用いてパケットを送受信する． 

全国各地のルータか 

ら送信される経路情 
報を処理するサーバ 

トラフィック混雑度 

～100Mbps 

～10Mbps 

～1Mbps 

～100kbps 

事故発生 

代替経路 

【200x年○月×日のネットワーク経路予報】 

ネットワークのフロー状況を図示し， 
天気予報に似た感覚で各AS巻の通 

信状況を捉えるシステムを構築する． 

特 長 

l ネットワークの情報を公開することは各ポリシ間の制約が生じてしまうが， それを克服し経路情報を共 

有することで新たなネットワーク管理方法を提案し， 各端末にもそれら情報を用いたパケット送信を推 

奨することで，より高品質な通信を可能にする． 

l ネットワークのトラフィックの推移を予測するための研究の発展が期待される． 

l ポリシに制約されない大規模な経路情報収集及び解析が必要となるので，日本全土に展開する JGNⅡの 

環境が有効である． 

【200x年○月×日のネットワーク経路予報】 【200x年○月×日のネットワーク経路予報】 【200x年○月×日のネットワーク経路予報】 

事前にネットワーク予報 

を入手している 

高速・大容量のデータを送信する場合は， 
広帯域が確保できるネットワークを選択する． 

信頼性の高い通信を行う場合は，パケットロ 
スの少ないネットワークを選択する．




